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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
平
成
27
年
の
清
々
し
い

初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご

協
力
に
対
し
、
深
甚
な
る
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
9
月
27
日
の
御
嶽
山
か
ら
、
突
然
か
つ
想
像
を
超
え
た
噴
火
に
よ

り
、
当
市
の
市
民
の
方
を
含
め
尊
い
生
命
が
喪
わ
れ
た
こ
と
に
関
し
、
謹

ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。
ま
た
、
11
月
22
日
夜
半
に
は
県
北
部
を
震

源
と
す
る
「
神
城
断
層
地
震
」
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

2
月
の
豪
雪
災
害
に
よ
る
当
市
に
お
け
る
各
方
面
で
の
未
曾
有
の
被
害

に
鑑
み
、
異
常
気
象
や
天
変
地
異
へ
の
適
切
な
対
応
の
必
要
性
を
改
め
て

痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
日
本
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
内
閣
府
の
発
表
で
は
、
個
人
消
費

や
企
業
の
設
備
投
資
が
振
る
わ
ず
、
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
の
実
質
成

長
率
は
2
四
半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
、
景
気
回
復
の
遅
れ
が
顕
著
と

な
り
、
円
安
傾
向
等
も
追
い
打
ち
を
か
け
、
地
方
経
済
に
対
し
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
、
国
・
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
に
つ
い
て
２
０
２
０

年
度
ま
で
に
黒
字
化
を
目
指
し
て
お
り
、
歳
出
に
お
い
て
も
、
聖
域
な
き

市
長 

新
年
あ
い
さ
つ

笑
顔
が
輝
き
、喜
び
と
活
力
に
満
ち
溢
れ
、

　
　

明
る
く
幸
せ
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
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見
直
し
を
行
う
方
針
か
ら
、
今
後
、
地
方
自
治
体
の
行
財
政
運
営
は
益
々

厳
し
く
険
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
な
お
一
層
の
努
力
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
舞
台
が
丘
公
共
施
設
整
備
事
業
の

市
役
所
周
辺
に
お
け
る
建
物
等
の
ハ
ー
ド
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
改
修

さ
れ
た
中
央
公
民
館
は
、
毎
日
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
学
習
や
交
流
、

憩
い
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自
己
を
高
め
る
生
涯

学
習
の
場
、
人
を
育
む
人
材
育
成
の
場
と
し
て
今
後
と
も
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

4
月
に
は
、
市
発
足
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
10
年
間
の
歩
み
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

5
月
に
は
、
15
分
以
上
の
運
動
を
行
い
、
自
治
体
間
で
市
民
の
参
加
率

を
競
い
合
う
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
初

参
戦
し
、
4
割
を
超
え
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
意
識
・
健
康
寿
命
の
向
上
を
目
的
と
し
、
今
年
も

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

9
月
に
は
、
北
御
牧
地
区
に
お
い
て
「
御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協

議
会
」
が
、
続
く
10
月
に
は
祢
津
地
区
に
お
い
て
「
祢
津
地
域
づ
く
り
の

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。「
地
域
の
こ
と
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
自
ら
考

え
て
行
動
す
る
」
を
主
眼
に
、
今
後
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が
実
践
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

迎
え
る
年
は
、
昨
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
2
次
東
御
市
総
合
計

画
」（
と
う
み 

夢
・
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
4
）
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

健
全
な
財
政
運
営
の
堅
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
財
源
の
確
保
は
勿
論

の
こ
と
、
事
務
事
業
等
の
見
直
し
に
よ
る
行
財
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
を

一
層
進
め
、
市
民
本
位
・
成
果
志
向
型
に
よ
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、
真
の
東
御
市
ら
し
さ
が
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
年
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
国
は
深
刻
な
人
口
減
少
時
代
が
到
来
し
、
当
市
に
お
い
て
も
少
子

化
・
人
口
減
少
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
地
域
経

済
活
性
化
策
も
含
め
た
「
地
方
創
生
」
政
策
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
子
育
て
支
援
の
中
核
と
な
る
保
育
園
の
改
築
で
は
、
田

中
保
育
園
が
4
月
の
開
園
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
や
遊
具
な
ど
も
整
備
し
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、今
後
と
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
市
が
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
に
つ
い
て
、

少
し
ず
つ
光
明
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

湯
の
丸
高
原
へ
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
プ
ー
ル
施
設
誘
致
活
動
に
つ

い
て
は
、
昨
年
11
月
に
東
御
市
湯
の
丸
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
検

討
委
員
会
に
よ
る
「
施
設
基
本
計
画
案
」
が
ま
と
ま
り
、
当
所
の
優
位
性

や
施
設
概
要
、
建
設
費
の
試
算
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
水

泳
連
盟
に
よ
る
県
知
事
へ
の
要
望
も
行
わ
れ
、
知
事
も
前
向
き
な
姿
勢
を

示
さ
れ
ま
し
た
。「
湯
の
丸
か
ら
『
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
日
の
丸
を
！
』」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
後
更
に
国
に
対
し
施
設
の
誘
致
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
祢
津
御
堂
地
区
の
約
33 

ha
の
荒
廃
農
用
地
を
復
旧
し
、
ワ
イ
ン

用
ぶ
ど
う
の
生
産
団
地
と
し
て
整
備
す
る
計
画
に
も
着
手
し
ま
す
。
県
に

よ
る
「
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
」
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
、
ワ
イ
ン
振
興

と
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
施
策
も
、
市
民
の
皆
様
が
主
役
と
な
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
念
頭
に
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
粉
骨
砕
身
、
誠
心
誠
意
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
輝
き
、
喜
び
と
活
力
に
満
ち
溢
れ
、

明
る
く
幸
せ
な
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

東
御
市
長

市報とうみ（2015年 1月）3



写
真
で
振
り
返
る

東
御
市
の
一
年

２
０
１
4
年
（
平
成
26
年
）

消
防
出
初
式
（
12
日
）

青
少
年
育
成
市
民
大
会
（
2
日
）

湯
の
丸
高
原
の
湧
水
を
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
（
7
日
）

豪
雪
災
害　

市
内
で
約
80
㎝
の
積
雪
（
14
、
15
日
）

浅
間
山
麓
・
菅
平
高
原
エ
リ
ア
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
協
議
会
発
足
（
26
日
）

東
御
市
湯
の
丸
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
検
討
委
員
会
初
会
合
（
28
日
）

中
央
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
式
（
16
日
）

市
民
交
流
広
場
供
用
開
始
（
16
日
）

和
・
西
部
保
育
園
閉
園
式
（
20
日
）

第
2
次
東
御
市
総
合
計
画
「
と
う
み 

夢
・
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
4
」
ス
タ
ー
ト

和
保
育
園
新
園
舎
竣
工
式
（
2
日
）

道
の
駅
雷
電
く
る
み
の
里　

電
気
自
動
車
急
速
充
電
設
備
を
設
置（
2
日
）

北
御
牧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
起
工
式
（
8
日
）

市
発
足
10
周
年
記
念
式
典
・
講
演
（
20
日
）

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
「
う
ん
の
わ
」
竣
工
式
（
23
日
）

田
中
保
育
園
建
設
工
事
起
工
式
（
28
日
）

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
10
日
）

旧
御
牧
原
保
育
園　

N
P
O
法
人
が
福
祉
関
連
施
設
と
し
て
活
用（
21
日
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
4
参
戦
（
28
日
）

T
O
M
I
ず
く
だ
す
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ー
ト

湯
の
丸
高
原
つ
つ
じ
祭
り
（
22
日
）

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
誘
致
推
進
市
民
会
議
発
足
（
30
日
）

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

　
豪
雪
災
害
や
市
発
足
10
周
年
記
念
式
典

な
ど
、
記
録
に
も
記
憶
に
も
残
る
大
き
な

出
来
事
や
行
事
が
あ
っ
た
２
０
１
４
年
。

こ
の
年
を
象
徴
す
る
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
写
真
で
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

▲金澤泰子さん・翔子さん親子による
記念講演と揮毫（4月20日）

▲市発足10周年記念式典（4月20日）

▲約80cmの積雪を記録、市内各地で甚大な農業被害発生（2月14、15日）

▲10周年記念で配布されたボトル
ドウォーター「湯の丸高原の水」

祝
10
周
年

豪 雪 災 害
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総
合
計
画
推
進
市
民
会
議
発
足
（
7
日
）

観
光
列
車
「
ろ
く
も
ん
」
運
行
開
始　

田
中
駅
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
11
～
13
日
）

と
う
み
未
来
塾
開
講
（
11
日
）

西
入
浄
水
場
通
水
式
（
16
日
）

う
ん
の
わ
全
館
オ
ー
プ
ン
（
20
日
）

市
民
ま
つ
り
「
東
御
ど
す
こ
い
S
U
N
S
U
N
」（
2
日
）

成
人
式
（
15
日
）

市
水
泳
大
会
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
成
田
真
由
美
さ
ん
が
参
加（
30
日
）

市
防
災
訓
練
（
31
日
）

祢
津
小
学
校
に
手
づ
く
り
の
土
俵
が
完
成
（
11
日
）

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会
発
足
（
13
日
）

巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
（
20
、
21
日
）

「
東
御
の
日
」
記
念
式
典
（
3
日
）

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会
発
足
（
7
日
）

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
11
、
12
日
）

福
祉
の
森
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
東
御
市
民
病
院
祭
（
25
日
）

米
・
オ
レ
ゴ
ン
州
マ
ド
ラ
ス
市
を
親
善
訪
問
（
27
、
28
日
）

市
内
で
4
つ
目
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
田
沢
区
内
に
オ
ー
プ
ン

市
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
1
、
2
日
）

東
御
市
湯
の
丸
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
検
討
委
員
会
が
施
設
基

本
計
画
案
を
策
定
（
3
日
）

祢
津
東
町
歌
舞
伎
長
野
公
演
（
16
日
）

海
野
宿
ふ
れ
あ
い
祭
（
23
日
）

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
（
6
日
）

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

▲東御市湯の丸高原高地トレーニング施設検討委員会
初会合（2月28日）

▲中央公民館がリニューアル（3月
16日）、7月11日には東御未来塾
開講

▲和保育園新園舎竣工
　（4月2日）　

うんのわ竣工▶
　（4月23日）  　

▲チャレンジデー2014参戦（5月28日）

▲TOMIずくだすポイントキャンペーンスタート（6月）

ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

▲進む県東深井線道路改良工事

NEW
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こ
の
環
境
に
や
さ
し
い
電
気
自
動
車
の

普
及
を
図
る
た
め
、
市
内
で
は
充
電
設
備

の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
4
月
に
は
、
道
の
駅
雷
電
く
る
み

の
里
が
急
速
充
電
器
を
設
置
し
た
ほ
か
、

市
で
も
今
年
2
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
、
市
中
央
公
民
館
駐
車
場
で
設
置
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
海
野
宿
滞

在
型
交
流
施
設
「
う
ん
の
わ
」
に
も
来
年

度
ま
で
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

電
気
自
動
車
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
一
切
使

わ
な
い
た
め
、
走
行
中
に
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
一
般
的
に
電
気
自
動
車
の
1

㎞
走
行
当
た
り
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入

量
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
の
約
3
割
程
度
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
は
、
今
や
観

光
地
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
須
の
イ

ン
フ
ラ
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
に
充
電
設

備
を
設
け
る
こ
と
で
、
電
気
自
動
車
の
普

及
が
進
む
関
東
圏
や
一
大
観
光
地
の
軽
井

沢
町
か
ら
の
観
光
客
を
市
内
へ
呼
び
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
市
中
央
公
民
館
駐
車
場
で
設
置

工
事
を
進
め
て
い
る
急
速
充
電
器
に
は
、

蓄
電
池
が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
、
昼
間
の
電
力
使
用
の
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
や
電
気
代
の
節
約
を
目
的
に
、
夜

間
電
力
を
蓄
え
る
た
め
に
用
い
ま
す
が
、

災
害
な
ど
で
停
電
し
た
際
に
は
、
非
常
用

電
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

低炭素社会への転換を目指して

たなか しげの

94

79

81

18

千曲川

上信越自動車道

浅間サンライン

しなの鉄道

道の駅
雷電くるみの里

北陽電設

長野日産自動車
うんのわ

（設置予定）

市中央公民館
（2月供用開始予定）

東部湯の丸SA上下線
（設置予定）

東御市役所

４

◉

急速充電器 普通充電器

●問い合わせ先
　市民課　生活環境係　☎ 64―58９6

　今年度から、市の新しい総合計画「とうみ夢・ビジョ
ン2014」に基づくまちづくりがスタートしました。
　市では、この総合計画に掲げる基本目標「豊かな
自然と人が共生するまち」の実現を目指し、低炭素
社会への転換を図るべく、「省エネルギー」と「創エ
ネルギー」の実現に向けた取り組みを行っています。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
実
現
へ

電
気
自
動
車充

電
設
備
の
設
置

●
ま
ち
に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
ま
す

●
災
害
時
の
非
常
用
電
源
に

こ
ん
な
効
果
も
あ
り
ま
す
！

市内の電気自動車充電設備の設置状況
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市
で
は
、
日
照
時
間
が
長
い
地
域
性
を

最
大
限
に
活
か
す
「
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の

実
現
を
目
指
し
、
環
境
保
全
及
び
景
観
等

に
配
慮
の
上
で
、
太
陽
光
等
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
へ
の

関
心
の
高
ま
り
な
ど
も
あ
り
、
市
内
で

は
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が
進
ん
で
い

ま
す
。
現
在
で
は
、
市
内
に
設
置
さ
れ

た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
出
力
は
、
合
計
で

4
0
0
0

kW
（
＝
4
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
を
超

え
ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
住
宅
や
事
業
所
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
を
設
置
す
る

際
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
住
宅
用

で
は
7
0
0
0

kW
を
、
事
業
所
用
で
は

7
8
0

kW
を
目
標
に
普
及
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
生
物
由
来
の
再
生

可
能
な
有
機
性
資
源
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
木
材
か
ら
な
る
も
の
を
「
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
」
と
呼
び
ま
す
。

　

上
小
地
域
に
は
、
間
伐
材
や
松
く
い
虫

被
害
木
な
ど
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
が
豊
富

に
存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ

や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
は
、
北
御

牧
庁
舎
に
薪
ス
ト
ー
ブ
と
ペ
レ
ッ
ト
・
薪

併
用
ス
ト
ー
ブ
を
導
入
し
、
灯
油
使
用
量

の
節
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
25
年
度
か
ら
は
補
助
金
を
設
け

て
一
般
家
庭
へ
の
普
及
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

10
月
3
日
「
東
御
の
日
」
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
地
球
温
暖
化
の
防
止

活
動
に
取
り
組
む
「
と
う
み
エ
コ
ラ

イ
フ
D
A
Y
2
0
1
4
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

最
初
の
実
施
か
ら
7
回
目
を
数
え

る
今
回
は
、
新
た
に
14
社
が
参
加
し
、

参
加
人
数
5
8
9
1
人
、
二
酸
化

炭
素
排
出
削
減
量
5
・
3
t
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
白
熱
電
球
や
蛍
光
灯
よ
り
も

消
費
電
力
が
少
な
い
L
E
D
照
明
の
普

及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
庁
舎
や
市
中
央
公
民
館

等
の
公
共
施
設
の
照
明
は
、
積
極
的
に

L
E
D
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
ま
で
に
35
％
を
L
E
D
化

す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
市
が

管
理
す
る
防
犯
灯
は
す
べ
て
L
E
D
化

を
完
了
さ
せ
た
ほ
か
、
区
が
管
理
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
を
設
け
て

L
E
D
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
の
利
を
活
か
し
た

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
へ

▲リニューアルした中央公民館には
LED照明を採用

▲LED防犯灯

▲ペレット・薪併用ストーブ

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

太
陽
光
発
電
等
の
普
及

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用▲ペレット

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0
2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

（人）

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0

（ｔ）

参加人数とCO2削減量の推移

1.17t

3,476人

5,355人 5,532人
6,283人

6,365人
5,849人

2.98t 3.03t

3.58t

4.85t

3.51t

2014年

5,891人

5.34t
削減量

参加人数

と
う
み
エ
コ
ラ
イ
フ

Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
４
の

集
計
が
で
き
ま
し
た
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約
１
７
６
ha
の
間
伐
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
は
、
松
く
い
虫
被
害

木
の
伐
採
に
も
活
用
を
始
め
ま
し
た
。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく、平成 25 年度の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」の
確報値は、表 1、2 のとおりとなりました。
　なお、市報とうみ10 月号（No.126）及び市ホームページでお知らせした速報値からの変更はありませんでした。

（表1）健全化判断比率	 （単位：％）

指　　　　　　　標 東御市 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 一般会計等の赤字の割合 － 013.48

連結実質赤字比率 一般会計や公営企業会計を合わせた市全体の赤字額 － 018.48

実 質 公 債 費 比 率 市税等の年間収入のうち市全体の借金返済額が占め
る割合 09.0 025.0

将 来 負 担 比 率 市全体の借金等が市税等の年間収入の何年分に相当
するのかを表す指標（100％が1年分にあたります） 62.5 350.0

※赤字額・資金不足額が生じなかったため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率の数値はありません。

（表2）資金不足比率（公営企業会計の資金に不足が生じているのかを表す指標）	（単位：％）

会　計　名 東御市 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 －

20.0下 水 道 事 業 会 計 －
病 院 事 業 会 計 －

※いずれの会計も資金不足額が生じなかったため、資金不足比率の数値はありません。

東御市の財政状況についてお知らせします
財政健全化法に基づく健全化判断比率及び資金不足比率（確報値）

●問い合わせ先
　企画財政課　財政係
　☎64 －5９01

整備前：暗い森

整備後：明るい森

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

耕
地
林
務
係　

　

☎
64

－

５
８
９
８

　

平
成
20
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
「
長
野
県
森
林
づ
く

り
県
民
税
（
森
林
税
）」
は
昨
年
度
、
第
2
期
（
課
税
期
間

は
25
～
29
年
度
）
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

森
林
税
は
、「
緑
の
社
会
資
本
」
で
あ
る
森
林
を
健
全
な

姿
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
主
に
荒
れ
た
状
態
に
な
っ

て
い
る
里
山
の
間
伐
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
昨
年
度
ま
で
に
約
７
４
０
０
万
円
を
活
用
し
て
、

平成20年度 原口屋惣団地 5.3ha

平成21年度 田沢西部団地 11.0ha

平成22年度 田沢・田之尻・御堂団地 65.0ha

平成23年度 田沢・島川原団地 40.0ha

平成24年度 田沢・宮団地 15.0ha

間伐等の市内森林税活用事業費 57,029千円

平成25年度 原口・祢津沢・羽毛山団地 40.0ha

間伐等の市内森林税活用事業費 17,400千円

里
山
の
復
活
を
目
指
し
て

森
林
税
を
活
用
し
て
い
ま
す

第
１
期

森林税を活用して間伐を実施した市内の里山

第
２
期

▲森林税で松くい虫被害木を伐採

　間伐を行った里山では、木の幹や根の成長が促進さ
れ、気象災害に強い森林ができます。また、見通しが良
くなり、野生動物が畑や民家に近づきにくくなります。

（2015年 1月）市報とうみ 8



　

宝
く
じ
助
成
事
業
は
、地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
う
団
体
（
区
、自
治
会
等
）

を
対
象
に
、
活
動
に
必
要
な
設
備
・
備
品
等
の
整
備
に
要
す
る
費
用
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
と
広
報
を
目
的
と
す
る
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収

入
を
財
源
に
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
と
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振

興
協
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
4
区
が
こ
の
助
成
事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
整
備
さ
れ
た
設
備
・

備
品
等
は
、
地
域
行
事
や
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
等
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で

　

設
備
・
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
支
援
室　

☎
71

－

６
７
９
０

中屋敷区 中八重原区

本海野区 別府区

　一般コミュニティ助成事業を活用
し、お祭り用備品（法被、山車等）を
整備しました。

　一般コミュニティ助成事業（自治
総合センター）を活用し、野外放送
設備等を整備しました。

　地域活動助成事業を活用し、お
祭り用備品（テント、法被等）を整備
しました。

　地域活動助成事業（長野県市町
村振興協会）を活用し、集会施設備
品（机、椅子等）を整備しました。

【
提
出
書
類
】　

採
用
試
験
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
、
写
真

2
枚
（
上
半
身
・
脱
帽
・
正
面
向
き
・
縦

40
㎜
×
横
30
㎜
で
3
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
を
申
込
書
及
び
履
歴
書
に
貼
付
）

※
申
込
書
及
び
履
歴
書
は
、
総
務
課
総
務
係
に

直
接
請
求
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に

片
面
印
刷
）
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

平
成
27
年
1
月
19
日
（
月
）
ま
で
（
締
切

日
必
着
）

平
成
27
年
度
採
用
予
定

　
市
職
員
を
追
加
募
集
し
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
係
　
☎
64

－

５
８
７
６

【
第
一
次
試
験
】

試
験
日　

平
成
27
年
2
月
1
日
（
日
）

場　
　

所　

東
御
市
役
所

試
験
内
容　

教
養
・
専
門
試
験
、
適
性
検

査
、
小
論
文

【
第
二
次
試
験
】

試
験
日　

平
成
27
年
2
月
下
旬

試
験
内
容　

個
人
面
接
等

（
第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
）

※
詳
し
く
は
総
務
課
で
配
布
す
る
受
験
案
内
、
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
採
用
予
定
人
員
／
受
験
資
格

２
申
込
方
法

３
採
用
試
験

試
験
区
分

採
用
予

定
人
員

受
験
資
格
等

上
級
土
木

若
干
名

昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、学
校
教
育
法

に
よ
る
４
年
制
大
学
の
土
木
課
程
を
卒
業
し
た
人（
平
成
27

年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

初
級
土
木

若
干
名

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
高
等
学
校
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
及
び
こ

れ
ら
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の
土
木
課
程
を
卒
業
し
た

人（
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

初
級
保
育
士

若
干
名

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、保
育
士
の
資

格
を
取
得
し
て
い
る
人

市報とうみ（2015年 1月）9



第
11
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭 

受
賞
作
品
の
紹
介

（敬称略）

　

11
月
15
日
、
第
11
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
市
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
７
１
８
名
の
皆
さ
ん
か
ら
８
６
８
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
8
人
の
選
者
が
審
査
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
現
代
詩
の
部
門
ご
と
に
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
選
者
の
先
生
を
囲
ん
で
の
研
究
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
力
作
の
数
々
を
鑑

賞
し
て
、〝
芸
術
の
秋
〟
に
ふ
さ
わ
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
各
部
門
の
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
年
度
の
力
作
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。選

者　

小こ
み
や
ま

宮
山　

久ひ
さ
こ子

・
中な

か
じ
ま島　

雅ま
さ
こ子

・
宮み

や
ざ
わ澤　

渉
わ
た
る　

選
者　

国く
に
み見　

敏と
し
こ子

・
島し

ま
だ田　

洋よ
う
こ子

・
瀧た

き
ざ
わ澤　

宏こ
う
じ司

選
者　

佐さ
と
う藤　

崇た
か
こ子

【
短
歌
の
部
】

【
俳
句
の
部
】

【
川
柳
の
部
】

○
文
化
協
会
長
賞

○
公
民
館
長
賞

○
教
育
委
員
長
賞

○
市
長
賞

○
市
長
賞

○
市
長
賞

○
教
育
委
員
長
賞

○
教
育
委
員
長
賞

○
公
民
館
長
賞

○
公
民
館
長
賞

○
文
化
協
会
長
賞

○
文
化
協
会
長
賞

幾
十
年
行
き
来
親
し
き
近
所
の
人

励
ま
し
く
る
る
老
い
弱
る
母
を

庭
石
に
線
香
花
火
の
跡
著
く

残
し
ゆ
き
た
り
二
人
の
孫
の

シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
の
森
と
言
え
る
は
い
ず
方
ぞ

眼
あ
ぐ
れ
ば
緑
小
暗
し

身
に
余
る
影
つ
れ
て
を
り
外
灯
の

下
の
っ
そ
り
と
歩
く
野
良
猫

帰
省
子
は
父
の
借
り
着
や
畦
に
立
つ

や
り
遂
げ
た
自
信
が
迷
い
吹
き
飛
ば
す

雪
解
の
滝
が
む
し
ゃ
ら
に
落
ち
て
来
る

肩
車
一
番
幸
せ
だ
っ
た
時

秋
燕
汝
の
行
く
手
に
戦
火
な
し

い
ろ
い
ろ
な
道
を
覚
え
た
人
生
路

親
牛
も
仔
牛
も
黒
し
草
い
き
れ

一
言
が
足
り
な
い
時
と
余
る
時

戸と
ぼ
り堀　

は
つ
み

飯い
い
た
か髙　

紀き

し

こ
志
子

鳴な
る
さ
わ沢　

サ
ト
子こ

宇う

い井　

充み
つ
こ子

唐か
ら
さ
わ澤　

光み
つ
の
り章

中な
か
ざ
わ澤　

清き
よ
と人

諸も
ろ
や
ま山　

照て
る
お男

上う
え
の野　

秀し
ゅ
う
こ湖

三み
う
ら浦　

雅ま
さ
こ子

宮み
や
し
た下　

道み
ち
の
ぶ順

石い
し
ば
し橋　

博ひ
ろ
お雄

石い
し
の野　

翠み
ど
り
こ子
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12
月
6
日
、
第
10
回
東
御
市
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
を
市
中
央
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
市
や
市
教
育
委
員
会
な

ど
が
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
毎
年
開
い
て

い
る
も
の
で
、
式
典
で
は
人
権
啓
発
作
品

の
表
彰
を
行
い
、
花
岡
市
長
が
一
人
ひ
と

り
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
、
歌
手
の
米
良
美
一
さ

ん
が
「
生
き
な
が
ら
生
ま
れ
変
わ
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。
先
天
性

の
難
病
を
も
っ
て
生
ま
れ
、
少
年
時
代
か

ら
内
面
に
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
た
と

い
う
米
良
さ
ん
は
、
歌
手
と
し
て
有
名
に

な
っ
た
頃
の
大
き
な
苦
悩
や
、
そ
の
後
の

第
10
回
東
御
市

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
開
催

歌
手
・
米め

　ら良
美よ

し

一か
ず

さ
ん
が
講
演

選
者　

酒さ
か
い井　

力
つ
と
む　

【
現
代
詩
の
部
】

○
市
長
賞

○
公
民
館
長
賞

○
教
育
委
員
長
賞

○
文
化
協
会
長
賞

日
は
中
空
に
あ
る

ジ
ワ
っ
と
滲
み
だ
す
汗

幹
の
黒
さ
が
映
え
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
葉
も

丈
の
高
い

葉
の
間
か
ら
細
い
首
を
伸
ば
す
コ
ス
モ
ス
の
花
も

老
婆
の
つ
く
る

畝
を
も
つ
モ
ロ
ッ
コ
イ
ン
ゲ
ン
の
葉
も

息
を
殺
し
て
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い

と
、
そ
の
時
　
ひ
ら
っ
と
動
く
も
の
あ
り

来
た
か
　
風

見
る
と
蝶
が
1
羽
　
ひ
ら
り
　
ひ
ら
り

「
ひ
ら
り
」

「
梅
雨
の
さ
な
か
に
」

「
夏
祭
り
の
か
げ
ろ
う
」

「
夏
座
敷
の
知
恵
」

草く
さ
の野　

し
お
り

宮み
や
さ
か坂　

春は
る
よ代

村む
ら
や
ま山　

弘ひ
ろ
こ子

掛か
け
が
わ川　

国く
に
お男

ひ
　
ら
　
り

草
野　

し
お
り

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

　
　
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▶
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

出
会
い
が
き
っ
か
け
で
生
き
る
道
を
改
め

た
自
身
の
経
験
な
ど
を
語
り
、
自
分
の
弱

さ
や
悪
い
と
こ
ろ
を
認
め
て
生
き
方
を
変

え
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
身
の
境
遇
と
も
重
な

る
「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄
」
を
熱
唱
し
、
来

場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▲自らの経験を語る米良さん

▲人権啓発作品の展示

▲人権啓発作品の表彰
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小
こばやし

林　莉
りおと

人くん（加沢）
（１歳、H26. 1. 1生）

尾
お

山
やま

　旭
あさひ

くん（上八重原）
（１歳、H26. 1. 5生）

直
なお

井
い

　蒼
そ

空
ら

くん（常田）
（１歳、H26.01.14生）

佐
さ

藤
とう

　翔
しょうき

希くん（片羽）
（１歳、H26.01.18生）

射
い

手
て

　悠
ゆう

真
ま

くん（加沢）
（１歳、H26.01.23生）

市
いち

川
かわ

　海
かい

翔
と

くん（桜井）
（１歳、H26.01.26生）

久
く

保
ぼ

田
た

　橙
と

空
あ

くん（田中）
（２歳、H25.01.05生）

廣
ひろ

瀬
せ

　駿
しゅん

くん（桜井）
（１歳、H26.01.11生）

小
こみやま

宮山　陸
り

空
く

くん（牧ヶ原）
（１歳、H26.01.18生）

加
か

藤
とう

木
ぎ

　煌
きら

くん（新屋）
（１歳、H26.01.21生）

青
あお

木
き

　綾
あや

美
み

ちゃん（畔田）
（１歳、H26.01.24生）

平
ひら

澤
さわ

　恵
けい

大
た

くん（田中）
（１歳、H26.01.30生）

　産まれてから1 年間、たくさんの笑顔
をくれたね♥これからも元気いっぱいの
莉人でいてね！お誕生日おめでとう！

　本当にあっというまに 1 才！！たくさん
食べてたくましくてたくさん笑うあさひ
がこれからどんな成長をしていくのかと
ても楽しみです。お誕生日おめでとう！！

　いつも笑顔で元気な蒼空君、お誕生
日おめでとう！色々な事が出来るように
なりましたね♥これからも、元気に育っ
て下さい！

　翔ちゃんお誕生日おめでとう♥いつも
笑顔で元気な翔ちゃん。その笑顔がみ
んな大好き♥これからも笑顔で元気に
すくすく育ってね。

　1 歳のおたんじょうびおめでとう。い
つもキラキラの笑顔で皆を癒してくれる
悠真くん。元気にすくすくと真っすぐに
育ってね。

　★お誕生日おめでとう★これからもお
姉ちゃんと仲良く、笑顔のかわいい海
ちゃんでいてね♥♥

　♥とあ♥ 2 さいおめでとう。里桜の事
が大好きな橙空、いつまでも仲良く健
康でいられますように★★橙空♥里桜 
生まれてきてくれてありがとう

　いつも笑顔で周りを癒してくれる駿
ちゃん。生まれてきてくれてから 1 年、
パパもママも毎日がとても幸せだよ。お
誕生日おめでとう！！

　1 歳のお誕生日おめでとう！お姉ちゃ
んが大好きな陸空。いっぱい遊んで、沢
山ご飯を食べて姉弟仲良く大きくなって
ね　★

　1 歳のお誕生日おめでとう！最近は色
んな表情を見せてくれて癒されてるよ♥
これからも元気いっぱい大きくなってね
♥

　綾美ちゃん1才のお誕生日おめでとう。
上の 2 人のお姉ちゃんに負けない位、元
気に大きく育ってね。

　恵ちゃん 1 歳のお誕生日おめでとう★
小さな体でお兄ちゃんたちの中で遊んで
いる姿が微笑ましいよ♥兄弟仲良く元気
に育ってね！！

誕生日おめでとう！（1月生まれ）

（2015年 1月）市報とうみ 12



小
おがわら

川原　唯
ゆい

斗
と

くん（別府）
（３歳、H24.01.17生）

白
しら

倉
くら

　あかりちゃん（城ノ前）
（３歳、H24.01.29生）

神
こう

津
づ

　陽
はると

大くん（片羽）
（３歳、H24.01.28生）

久
く

保
ぼ

　愛
あい

來
ら

ちゃん（県）
（３歳、H24.01.03生）

　♥３歳オメデトウ♥風邪もひかず、毎日
とっても元気な唯斗♥絵本が大好きで、一
緒に読みながらおはなしする時間がママは
とっても幸せだよ　これからも色んな事に
チャレンジして大きくなっていこうね♪

　３歳のお誕生日おめでとう！外では
ちょっと恥ずかしがり屋さんだけど、こ
れからもお友達となかよく遊んでね♪

　はっくん、３歳のお誕生日おめでとう
♥いろいろお話出来るようになって、毎
日楽しいね♪来年は保育園（＾－＾）お
友達沢山できるといいね。これからの
成長が楽しみです。

　愛來と一緒に泣いて笑って今日までき
たね。この先どんな時間を一緒に過ごせ
るかな？愛來の未来が愛と幸せであふれ
ますように♥

募集対象変更のお知らせ
　「すくすく育てとうみっ子！！」 の募集対象年齢を、平成
27 年 4 月号より以下のとおり変更いたします。
　現　行（平成27年3月号まで）	 当月生まれの1～3歳
　変更後（平成27年4月号から）	 当月生まれの1歳

　

田
中
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
開
設
し

て
8
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
１
０
０
名

近
い
先
輩
た
ち
と
、
様
々
な
生
活

リ
ズ
ム
を
作
っ
て
き
て
、
今
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
は
、
宿
題
や
遊
び

の
中
で
時
計
を
見
て
、「
お
片
づ
け

の
時
間
で
す
よ
」
と
声
を
掛
け
合
っ

て
行
動
し
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な

に
大
騒
ぎ
で
、
に
ぎ
や
か
な
時
で

も
、
お
当
番
の
児
童
や
先
生
が
前

に
立
つ
と
、
す
ぐ
に
静
か
に
な
り

ま
す
。
お
や
つ
の
お
皿
を
重
ね
る

時
で
も
、
音
を
立
て
ま
せ
ん
。

　

お
当
番
の
仕
事
は
、
お
皿
拭
き
、

モ
ッ
プ
が
け
、
掃
除
機
か
け
で
す
。

1
年
生
の
お
当
番
が
始
ま
る
12
月

に
は
毎
年
、
3
年
生
が
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
上
手

に
で
き
ま
す
。

　

遊
び
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
シ
ュ
ー
ト
や
ド
リ
ブ
ル
、
バ
ト

ミ
ン
ト
ン
の
連
打
、
縄
跳
び
、
バ

ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
竹
馬
な
ど
、
記

元
気
発
信
！
子
育
て
施
設

田
中
児
童
ク
ラ
ブ
の
話
題

▲バルーン工作

（対象者2月生まれの3歳まで）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生
年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画財政課広報担当
までお送りください。締め切りは、1月8日（木）必着。

☆募集します！！☆

録
更
新
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
風
に
が
ん
ば
る
子
ど
も

達
は
、
保
護
者
会
の
皆
さ
ん
が
、

楽
し
い
行
事
を
計
画
し
、
温
か
く

見
守
り
、
ク
ラ
ブ
へ
の
ご
協
力
を

く
だ
さ
る
中
、
健
や
か
に
、
た
く

ま
し
く
、
育
っ
て
い
ま
す
。

●
土
に
触
れ
、土
と
遊
び
、土
を
耕
す
経
験
を
し
ま
し
ょ
う

●
家
族
で
花
や
野
菜
の
栽
培
を
し
ま
し
ょ
う

●
外
で
の
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
ょ
う

●
地
域
の
行
事・サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

●
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

●
森
や
林
、山
や
高
原
に
出
か
け
、自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う

わ
が
子
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

人
や
も
の
・
自
然
に
か
か
わ
る
子
に

今
月
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
御
市
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
図
る
委
員
会
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私
た
ち
の
体
は
、
季
節
の
気
温
変
化
に

応
じ
、
汗
腺
を
開
い
た
り
閉
じ
た
り
し
て

体
温
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
こ
の
汗
腺
の

数
や
働
き
は
、
3
歳
ま
で
に
育
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

遊
び
を
通
じ
て
、
近
く
や
遠
く
を
見
る

こ
と
で
、
動
く
も
の
を
正
確
に
捉
え
、
距

離
感
を
つ
か
む
能
力
が
養
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
危
険
を
回
避
し

た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

て
い
る
と
き
、
私
た
ち
は
「
見
る
」・「
聞

く
」・「
記
憶
」
に
か
か
わ
る
脳
の
一
部
分

し
か
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
面
画

面
を
見
続
け
る
と
き
は
目
の
筋
肉
を
偏
っ

て
使
う
た
め
、
動
く
も
の
を
見
る
能
力
が

弱
く
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
遊
ぶ
お
子

さ
ん
を
見
か
け
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
期
は
、

思
考
力
や
創
造
力
、
運
動
能
力
な
ど
が
養

わ
れ
る
重
要
な
時
期
で
す
。
保
護
者
の
方

は
、
お
子
さ
ん
の
心
身
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
、
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
時
間
を
1
日
当
た
り
2
時
間
以
内
に
控

え
、
体
を
動
か
す
外
遊
び
の
機
会
を
つ
く

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

滝
たき

澤
ざわ

恵
え

実
み

　保健師

生
き
活
き 

長
生
き

　
　
　
健
康
と
う
み 

�

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

連載
シリーズ

外
遊
び
は
い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
!!

　

一
人
で
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
な
ど
と
異
な
り
、

外
遊
び
は
友
達
や
大
人
と
の
や
り
取
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
間
関
係
を

構
築
し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
養
わ
れ
ま
す
。

　

砂
遊
び
や
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
の
外
遊
び

は
、
自
分
で
考
え
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
子
ど

も
の
思
考

力
や
創
造

力
を
豊
か

に
し
て
く

れ
ま
す
。

外
遊
び
が
で
き
な
い
と
き
は

こ
ん
な
遊
び
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

外
遊
び
で
伸
び
る
！子ど

も
の
能
力

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

●
思
考
力
・
創
造
力

●
体
温
調
節
能
力

●
動
体
視
力

　

市
議
会
第
4
回
定
例
会
が
、
12
月
2
日

か
ら
19
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
平
成
26
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
1
件
を
は
じ

め
、
平
成
26
年
度
一
般
・
特
別
会
計
そ
れ

ぞ
れ
の
補
正
予
算
2
件
、新
設
条
例
5
件
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
7
件
、
そ

の
他
1
件
の
計
16
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
請
願
1
件
、
陳
情
5
件
が
各

常
任
委
員
会
へ
15
日
に
付
託
さ
れ
、
慎
重

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
2
月
発
行
の
「
市

議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
第
4
回
定
例
会

16
議
案
を
審
議

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

☎
64

－

５
８
１
０

体を使った
遊び

手遊び

やりとり
遊び

読みきかせ
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

1
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス【
し
あ
わ
せ
】

　

今
年
も
い
い
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

◦
幸
運
を
呼
び
寄
せ
る
1
行
日
記中な

か

野の　

裕ひ
ろ

弓み

　

中
経
出
版

◦
あ
さ
に
な
っ
た
の
で

　

ま
ど
を
あ
け
ま
す
よ

荒あ
ら

井い　

良り
ょ
う
じ二

：
さ
く

偕
成
社

  

◆
新
着
本
案
内
◆

図
書
館
１
階
の
入
り
口
に
…

　

ご
存
知
で
す
か
？
図
書
館
1
階
の
入

口
、
ゲ
ー
ト
付
近
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
報
や
お
知
ら
せ
版
の
当
月
号
を
は

じ
め
、
市
内
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
長

野
県
内
の
図
書
館
や
美
術
館
、
そ
の
ほ

か
文
化
施
設
な
ど
の
行
事
案
内
や
近
隣

市
町
村
の
情
報
、
法
律
や
就
業
に
関
す

る
相
談
窓
口
の
案
内
な
ど
、
幅
広
く
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

無
料
の
講
演
会
や
各
種
学
習
会
の

ご
案
内
、
お
子
さ
ん
の
た
め
の
企
画
の

お
知
ら
せ
（
折
り
紙
教
室
・
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
・
お
話
会
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
。

美
術
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
割
引
券

が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
一
般
書

◦
わ
か
る
！
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
す
べ
て

…
…
…
神こ

う

崎ざ
き　

洋よ
う

治じ

：
著

◦
ふ
ろ
し
き
自
由
自
在

…
…
…
森も

り

田た　

知ち

都づ

子こ

：
著

◦
い
ま
さ
ら
で
す
が
、
無
頼
派
宣
言
。

…
…
…
海か

い

堂ど
う　

尊た
け
る

：
著

◦
ヤ
モ
リ
、
カ
エ
ル
、
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ

…
…
…
江え

國く
に　

香か

織お
り

：
著

◦
愛
の
深
ま
り

…
…
…
ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー
：
著

◆
児
童
書

◦
動
物
の
見
て
い
る
世
界　

仕
掛
絵
本
図
鑑

…
…
…
ギ
ヨ
ー
ム
・
デ
ュ
プ
ラ
：
著

◦
お
は
な
し
カ
イ
と
ナ
ツ

…
…
…
中な

か

村む
ら　

翔し
ょ
う
こ子
：
作

◦
ぴ
っ
ぽ
の
た
び
…
…
刀と

根ね　

里さ
と

衣え

：
作

◦
ゆ
き
の
ひ
の
い
え
で

…
…
…
ま
る
や
ま　

あ
や
こ
：
作

◦
マ
ラ
ラ
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

　

世
界
で
い
ち
ば
ん
勇
敢
な
少
女
へ

…
…
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
マ
カ
ー
ニ
ー
：
作

日 月 火 水 木 金 土
❶ ❷ ❸

❹ ❺ 6 7 8 9 10
11 12 � 14 15 16 17
18 � 20 21 22 23 24
25 � 27 28 29 � 31

1月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00
年末年始の休館は12月29日か
ら1月5日までです。
図書の返却は図書館入口にあ
る返却ポストをご利用ください。

館長の つぶ やき
　「○○という字

あざ

は、市内のどこにあ
りますか」県外の方から、ある日突然
の電話。早速、東部町誌・北御牧村誌
などを調べ回答しました。カウンター
では「我が家のルーツを調べているが、
海野氏のこと教えてください」そんな
問い合わせや「○○を調べたい。どん
な本を見ればよいか」などなど。残念
ながら調べられずにお断りすることも
あり最終的には専門家の出番ですが、
何らかのヒントをお伝えすることも図
書館の大事な仕事です。「困ったとき・
解らないことは、図書館に聞いてみよ
う」そんな信頼の図書館になれればい
いな…。
　ではまた次号で。
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（128）

向
上
し
て
い
く
人
権
感
覚
に
学
ぶ

よ

　だ

し
ゅ
う
こ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

依
田

　修
子

〈
事
例
1
〉

　
「
今
契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
よ
り
、

必
ず
安
く
な
る
か
ら
乗
り
換
え
ま
せ
ん

か
」
と
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
承
諾
し
た
。

そ
の
後
、
業
者
の
電
話
に
よ
る
指
示
に
従

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
画
面
を
開
く
と
、
遠
隔
操
作
で
プ

ロ
バ
イ
ダ
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
変
更
後
、

こ
れ
ま
で
契
約
し
て
い
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
の

料
金
を
確
認
す
る
と
、
新
し
い
契
約
先
の

ほ
う
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

解
約
を
申
し
出
た

が
「
き
ち
ん
と
説

明
し
て
い
る
。
解

約
に
は
、
違
約
金

1
万
5
千
円
が
必

要
」
と
言
わ
れ
た
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
、

ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環
境

係
で
は
、
火
～
金（
祝
日
除
く
）の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
事
例
の
よ
う
に
、
大
手
電
話
会
社
を
名

乗
る
者
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
プ
ロ

バ
イ
ダ
契
約
の
変
更
を
持
ち
か
け
ら
れ
、

遠
隔
操
作
に
よ
り
、
設
定
変
更
さ
れ
た

と
い
う
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

・
「
今
よ
り
安
く
な
る
」
な
ど
と
勧
誘
さ

れ
て
も
、
契
約
内
容
に
関
す
る
書
面
を

求
め
、
は
っ
き
り
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、

電
話
口
等
で
承
諾
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
契
約
す
る
事
業
者
名
は
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
従
前
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
の
解
約
に
よ

る
デ
メ
リ
ッ
ト
等
も
理
解
し
、
新
た
な

契
約
の
必
要
が
な
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
契
約
は
、
法
律
上
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。
困
っ
た
時
は
、
早
め
に
消
費
生
活

相
談
員
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
市
民
課　

生
活
環
境
係

　

☎
64

－

５
８
９
６

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　

※
火
～
金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◦
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
27

－

８
５
１
７

回

答

パ
ソ
コ
ン
の
遠
隔
操
作
に
よ
る

　
　
　

プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
勧
誘
に
注
意
！

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

　

｢

人
権｣

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
も
っ
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。
21

世
紀
は
「
人
権
の
時
代
」「
や
さ
し
さ
の

時
代
」
と
言
わ
れ
ス
タ
ー
ト
し
、
希
望
を

も
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

20
世
紀
を
顧
み
て
、
人
類
の
幸
福
の
実
現

を
願
っ
て
世
界
中
の
人
々
の
願
望
が
こ
め

ら
れ
た
方
向
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
い
ま
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
そ
の
願
い
は
か
な
え
ら
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
簡
単
に
答
え
ら
れ
る
内
容
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
歩
一
歩
進
展

し
て
き
て
い
る
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
議
会
で
の
女
性
へ
の
差
別
発

言
。
以
前
な
ら
そ
の
真
偽
を
追
求
し
た
り
、

話
題
に
し
た
り
す
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
は
随

所
に
見
ら
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
界
等
で
、

サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
手
チ
ー
ム
へ
の
不

適
切
な
態
度
を
問
題
に
し
た
り
、
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
（
差
別
的
憎
悪
表
現
）
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
に
問
わ
れ
て
い
る
事
項
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
一
つ
ひ
と
つ
を
明

ら
か
に
し
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
人

権
感
覚
を
磨
き
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。

　

長
野
県
の
人
権
教
育
に
お
い
て
も
部
落

差
別
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
そ
の
重
点
啓
発
を
図
っ
て

い
ま
す
。
東
御
市
で
も
、
地
域
で
分
館
ご

と
に
人
権
啓
発
学
習
会
を
行
い
、
人
権
啓

発
映
画
を
観
て
、
日
頃
感
じ
て
い
る
人
権

問
題
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
う
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
学
習
会
を
通

し
て
、
私
た
ち
は
、
差
別
の
本
質
を
見
抜

く
目
を
養
い
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く
心

を
育
て
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

差
別
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
社

会
を
ゆ
が
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
強
く
心
打
た
れ
た
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
御
嶽
山
の
あ
の
爆
発
の
被

害
者
の
方
の
救
助
の
際
、
ま
だ
見
つ
か
ら

な
い
7
名
の
方
に
対
し
て
、
残
さ
れ
た
家

族
の
思
い
に
応
え
る
た
め
に
、
ひ
と
り
残

ら
ず
見
つ
け
よ
う
と
自
ら
の
命
も
危
ぶ
ま

れ
る
よ
う
な
過
酷
な
自
然
環
境
の
中
で
、

２
０
０
０
人
も
の
規
模
の
捜
索
隊
を
連
日

編
成
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
人
命
す

な
わ
ち
人
権
を
大
切
に
し
た
救
助
・
捜
索

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

21
世
紀
の｢

人
権
の
時
代｣

「
や
さ
し

さ
の
時
代
」
を
垣
間
見
た
思
い
が
い
た
し

ま
す
。
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わ
た
な
べ

し
ん  

や �

　

こ
の
よ
う
に
、
身
体
活
動
の
活
発
な
子

ど
も
は
集
中
力
や
活
気
が
あ
る
ほ
か
、
感

情
の
起
伏
が
小
さ
く
、
安
定
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
身
体
活
動
は
子
ど
も
本
来

の
「
か
ら
だ
を
動
か
し
た
い
」
と
い
う
欲

求
を
満
た
す
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の

欲
求
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

集
中
力
や
感
情
的
な
安
定
が
育
ま
れ
ま
す
。

幼
少
年
期
は
将
来
の
性
格
形
成
に
多
大
な

影
響
を
与
え
る
時
期
な
だ
け
に
、
子
ど
も

の
十
分
な
身
体
活
動
を
保
障
す
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

(gomi)
No.122

なるほど
  The ごみ

クリーンリサイクル係
☎6 3 - 6 8 1 4

　

ご
み
の
3R
＝
「
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑

制
）」、「
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）」、「
リ
サ

イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）」
の
中
で
、
最
優

先
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
が
リ
デ
ュ
ー
ス

で
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を

実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

レ
ジ
袋
や
割
り
箸
な
ど
は
貰
わ
ず
に
、

マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ
箸
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
食

料
品
の
買
い

過
ぎ
に
も
注

意
し
ま
し
ょ

う
。

　

可
燃
ご
み
の
約

50
％
を
紙
ご
み
が

占
め
て
い
ま
す
。

過
剰
包
装
を
避
け
、

ば
ら
売
り
や
簡
易

包
装
の
商
品
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　

可
燃
ご
み
の
約
30
％
を
占
め
る
の
が
、

生
ご
み
で
す
。
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ

ス
ト
を
活
用
し
、
生
ご
み
を
土
に
還
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
で
は
、

生
ご
み
処
理
機
器
の

設
置
費
用
に
対
す
る

補
助
金
を
設
け
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
の
発
生
抑
制
）

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

●
不
要
な
も
の
は
貰
わ
な
い・買
わ
な
い

●
過
剰
包
装
を
避
け
よ
う

●
生
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
よ
う

生ごみ処理機器設置補助金
対象機器等 補助率

コンポスト 設置費用の 10 分の 8 以内
※但し、100 円未満切捨て

上限額は 3,000 円／基
EM ぼかし
密閉容器等

電気式
生ごみ処理機

設置費用の 2 分の 1 以内
※但し、1,000 円未満切捨て

上限額は 40,000 円／基

【申請窓口】	東部クリーンセンター	☎63-6814	
	 市民課　生活環境係	☎64-5896
	 　　　　支所市民係	☎67-3311

引
用
文
献
：
日
本
発
育
発
達
学
会
編（
2
0
1
4
）

『
幼
児
期
運
動
指
針
実
践
ガ
イ
ド
』杏
林
書
院

　

幼
少
年
期
の
生
活
態
度
や
性
格
、
こ
こ

ろ
の
状
態
は
、か
ら
だ
を
動
か
す
活
動（
身

体
活
動
）
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
調
査
で
は
、
家
庭

に
お
け
る
子
ど
も
の
活
動
性
と
生
活
態
度

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
家
庭
で
か
ら
だ
を

活
発
に
動
か
す
子
ど
も
は
、
朝
、
幼
稚
園

に
楽
し
そ
う
に
出
か
け
て
い
く
比
率
が
高

く
、
さ
ら
に
園
で
の
出
来
事
を
家
族
に
よ

く
話
す
比
率
も
高
い
傾
向
に
あ
る
と
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
省
は
、
家
庭
に
お
け
る
子
ど

も
の
活
動
性
と
、
性
格
や
こ
こ
ろ
の
状
態

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、
家

庭
で
か
ら
だ
を
活
発
に
動
か
す
子
ど
も
は
、

集
中
力
が
高
く
、
逆
に
活
発
で
な
い
子
ど

も
は
集
中
力
が
低
い
傾
向
に
あ
る
と
報
告

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
身
体
活
動
が
活

発
な
子
ど
も
達
ほ
ど
、
急
に
怒
っ
た
り
、

泣
い
た
り
す
る
な
ど
の
感
情
の
乱
れ
が
見

ら
れ
な
い
子
の
割
合
が
高
く
、
活
発
で
な

く
な
る
ほ
ど
そ
の
割
合
が
低
下
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
�

性
格
形
成
へ
の
影
響

※包装紙などは、資源ごみ
　の「雑紙」として分別を！
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〈広告欄〉

まるごと生活百科

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

1月の納税 （納期限 2月2日）

◦国民健康保険税（普通徴収）（8期）
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）（7期）
◦介護保険料（普通徴収）（7期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成26年11月 平成25年11月
最高気温 21.4℃（ 2日） 20.4℃（ 2日）
最低気温 － 3.1℃（19日） － 2.9℃（30日）
平均気温 8.1℃ 7.3℃
平均湿度 74.0％ 68.7％
降 水 量 50.0㎜ 9.5㎜

市内交通事故統計  11月分
平成26年11月30日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 17件 146件 ＋16件
傷 　 者 18名 172名 ＋10名
死者（注2） 00名 001名 －01名

こちら119（東御消防署）
＝ 11月の火災・救急件数＝

火災 1件 （17件） 救急 103件 （1,132件）

カッコ内は平成26年1月からの累計

（注1）平成26年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

●問い合わせ先
　「ねんきん定期便」専用ダイヤル	 ☎0570－058－555
　小諸年金事務所	 ☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係	 ☎75－8810

「ねんきん定期便」が
送付されます

国民年金アドバイス

　公的年金制度に加入されている方には、日本年金機
構から年金の加入記録や見込額を記載した「ねんきん
定期便」が、毎年１回、誕生月に送付されます（但し、
誕生日が１日の方は誕生月の前月に送付）。

　「ねんきん定期便」（封書）が送付されます。
　お知らせ内容は、以下の①～⑥です。

　「ねんきん定期便」（ハガキ）のが送付されます。
　お知らせ内容は、以下の①～④です。

　年金加入記録に「もれ」や「誤り」がある場合は、「年
金加入記録回答票」に必要事項を記入の上、同封の返
信用封筒により返送してください。

35歳、45歳、59歳の方

上記年齢以外の方

加入記録に誤りがある場合は？

【お知らせ内容】
①年金加入期間、②加入実績に応じた年金額（50
歳以上の方は年金見込額（注1））、③保険料の納付
額、④最近の月別状況、⑤厚生年金保険の基準報
酬月額と保険料納付額の月別状況、⑥国民年金保
険料の納付状況
（注1）既に年金を受給されている方を除く。
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〈広告欄〉

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございまし
た。厚くお礼申し上げます。
（平成26年11月に寄附をいただいたもの
です。）

〈ふるさと東御応援寄附金〉
◦匿名希望（埼玉県朝霞市在住）様
　（現金 5 万円）
◦土屋　一延　様（現金 5 万円）

〈寄附金〉
◦上小トラック協会　様
　（現金108,840円）
◦株式会社東部通商　様（現金50万円）

　公表については、同意をいただいた方
のみ掲載しています。

●問い合わせ先
　企画財政課　財政係　☎ 64 － 5９01

を
行
っ
て
い
る
方
が
申
告
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
事
業
」

に
は
、
農
業
や
太
陽
光
発
電
設
備

に
よ
る
売
電
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
や
申
告
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
窓
口
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

平
成
27
年
度
償
却
資
産
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

資
産
税
係

　

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
の

よ
う
に
登
記
簿
に
相
当
す
る
も
の

が
な
く
、
所
有
者
の
確
認
が
困
難

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
の

所
有
状
況
を
、
そ
の
年
の
1
月
31

日
（
休
日
の
場
合
は
、
休
明
け
の

最
初
の
平
日
）
ま
で
に
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

償
却
資
産
と
は
、
事
業
に

供
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
産

で
、
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
構
造

物
・
機
械
設
備
等
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

工
場
や
商
店
を
営
ん
で
い

た
り
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト

貸
し
付
け
て
い
た
り
な
ど
、
事
業

償
却
資
産
と
は
？

償
却
資
産
申
告
が

必
要
な
方
は
？

☆
干
柿
入
り
そ
ば
羊
か
ん

�

●
材
料（
６
人
分
）

　

そ
ば
粉 ................

1/2
カ
ッ
プ

　

粉
寒
天 ......................

4
g

　

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖 ......

1
0
0
g

　

干
柿 ..........................

2
個

●
作
り
方

①
そ
ば
粉
は
、水
2
0
0
㏄
で
よ

く
溶
い
て
お
く
。

②
干
柿
は
種
を
取
り
除
き
、1
・

5
㎝
角
に
き
ざ
む
。

③
鍋
に
水
4
0
0
㏄
、粉
寒
天
、

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
入
れ
て
よ
く

か
き
混
ぜ
、火
に
か
け
る
。

④
1
～
2
分
煮
立
て
て
か
ら
①

を
加
え
、少
し
ね
る
。

⑤
流
し
箱
に
②
の
干
柿
と
④
を

入
れ
、混
ぜ
て
粗
熱
を
取
っ
て

か
ら
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
固
め

る
。
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ートピックスー　地域の話題

　11月22、23日の₂日間にわたり、市の名産「シナノグルミ」を
PR する「2014くるみ祭り」（日本くるみ会議主催）が、道の駅
雷電くるみの里で開催されました。
　会場内には、市内の生産者が栽培した自慢のくるみが多数
並べられたほか、くるみの木がある美しい農村風景を収めた
写真や、世界各国のくるみ割り器などの資料も展示され、来
場者は興味深そうに眺めていました。また、しげの里づくりの
会が主催する「第₅回くるみの料理・お菓子のコンテスト」の応
募作品も展示され、レシピを学ぶ女性の姿も見られました。

　11月27日、和地区出身のタレント、ブッチー武
む

者
しゃ

さんが市役所を訪れ、
自身がプロデュースした介護がテーマの舞台「生きる」の上演にかけた思
いなどを語りました。
　この舞台は、武者さんが座長を務める劇団 Z

ざ ん げ

ANGE の旗揚げ公演とし
て₉月に東京都内で上演されたもので、介護に疲れた息子が認知症の母
の命を奪った実話を基に脚本がつくられ、息子役を武者さんが演じました。
　武者さんは、「僕が伝えたいのは若い人。必ず人間は老いるが、その時
にどう対処するか考え、その中で自分の夢を描いてほしい」と語り、「あま
り老いないうちにやりたい」と笑いを誘いながら地元公演への意欲も覗か
せていました。

　11月23日、「第24回海野宿ふれあい祭」（実行委員会主催）が開催さ
れ、旧北国街道海野宿は大いににぎわいました。
　今年は、市商工会と富山市八尾山田商工会の連携協定締結を記念し
て、富山の「越中八尾おわら風の盆」が披露され、大勢の見物客やカ
メラマンが街道を埋め尽くしました。
　また、街道には多くの模擬店が立ち並び、提供されたほうとうや甘
酒、おでんなどが見物客の冷えた体を温めていました。

　11月30日、バリアフリー合唱団「コールレインボー」の主
催で「ともに楽しむ音楽会」が市中央公民館で開かれました。
　コールレインボーは、障がいの有無にかかわらず、歌の好
きな人が集まって結成された合唱団で、この日はお揃いの空
色の T シャツを着た約40名の団員が「ドレミの歌」や「銀
河鉄道９９９」などを披露していました。
　また、北御牧小学校₁学年や滋野小学校金管バンド、市内
外のミュージックベルグループなどの団体もステージに立ち、
参加者は大好きな音楽を通じて交流を深めていました。

第24回海野宿ふれあい祭
富山から「越中八尾おわら風の盆」

大好きな音楽で交流しよう！
ともに楽しむ音楽会 開催

市出身 ブッチー武者さん
介護がテーマの舞台 凱旋公演に意欲！

2014くるみ祭り
東御の名産「シナノグルミ」をPR

▲舞台の上演にかけた思いを語るブッチー武者さん
（写真左）

▲お揃いのTシャツを着てステージに立つコールレインボーのメンバー

▲越中八尾おわら風の盆

▲くるみに関する様々な展示が並ぶ会場

▲クルミスマス・ライス
（料理部門市長賞）

▲胡桃のノスタルジア
（お菓子部門市長賞）
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ートピックスー　地域の話題

　12月15日、北御牧地区の地域づくり組織「御牧ふれあいの郷づ
くり協議会」（水

みず

科
しな

勝
まさ

吉
よし

会長）は、「北御牧の“いいとこ探し”ワー
クショップ」を北御牧公民館で開きました。
　この取り組みは、同地区の魅力を洗い出すとともに、中立的な
立場で会議の進行を促進するファシリテーターの養成を目的とす
るもので、同協議会は計₃回のワークショップで地区の魅力を集
約し、それを紹介するマップの作成などを予定しています。
　初回のこの日は、16人が₃つのグループに分かれて「北御牧絶
品どんぶりを作ろう」というテーマの演習に取り組み、地域で自
慢の食材などの組み合わせを議論しました。

　12月₇日、毎年恒例の東御市合唱祭（市文化協会
合唱部会主催）が開催され、会場の市文化会館には、
日頃から合唱を楽しむ大勢の市民が集まりました。
　11回目を数える今回は16団体がステージに立ち、
それぞれ日頃の練習の成果を発揮して、美しい歌声
をホールいっぱいに響かせていました。最後には、
参加者全員が心をひとつに「大地讃頌」を歌い、会
場は心地よい高揚感に包まれました。

　市陸上競技協会会長を務める細
ほそ

田
だ

紀
のり

一
かず

さん（常田）が、今年度の県教育
関係功労者表彰を受賞し、12月₄日に市役所で受賞の喜びを報告しました。
　公立高校の体育教諭として教鞭をとり、陸上競技部顧問として数多くの優
れた選手の育成に携わった細田さんは、県陸上競技協会の要職を20年以上
にわたり歴任し、社会体育の振興に尽力したことなどが評価され、受賞が
決まりました。
　細田さんは、「土日なく、大会運営や選手指導にとびまわったことが受賞
につながった」と自らの活動を振り返り、「体の丈夫なうちは社会体育の振
興に努めたい」と今後のさらなる貢献にも意欲を覗かせていました。

11
・
22
▼ 

映
画
じ
ん
じ
ん
上
映
会

12
・
18
▼	

ゆ
ぅ
ふ
る
t
a
n
a
k
a

	

利
用
者
説
明
会

11
・
2９
▼ 

第
11
回
東
御
市
障
が
い
者
福

祉
の
つ
ど
い

12
・
14
▼ 

第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
・
第
23
回
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
投
票
日

ワークショップで北御牧の“いいとこ探し”
ファシリテーターの養成も

ホールいっぱいに響く歌声
第11回東御市合唱祭 開催

長きにわたり陸上競技の振興に尽力
細田紀一さん 県教育関係功労者表彰受賞

▲和やかな雰囲気の中、自由に意見を出し合う参加者

▲山びこ合唱団の発表 ▲コールエコーの発表

▲受賞を喜ぶ細田さん（左から₃人目）

で
き
ご
と
短
信
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（12月1日現在）

世帯数
11,710世帯（－1）

総人口
30,934人（－22）

男 15,274人（－ 8）
女 15,660人（－14）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入 52人
転出 62人
出生 14人
死亡 26人

※カッコは前月対比

●	

発
行
／
長
野
県
東
御
市
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●	E
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●	

編
集
／
東
御
市
総
務
部
企
画
財
政
課		

●
印
刷
／
㈱
ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

平成26年
12月26日発行

今回は、市との協働で子育て支援に取り組む市民活動団体の紹介です。

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

編

集

後

記

▼
２
０
１
５
年
は
未
年
と
い
う
こ

と
で
、
市
内
で
羊
を
探
し
て
み
ま
し

た
。
行
き
着
い
た
場
所
は
、
和
地
区

に
あ
る
信
州
大
学
繊
維
学
部
附
属
大

室
農
場
。
許
可
を
得
て
農
場
に
入
る

と
、
モ
コ
モ
コ
と
し
た
毛
に
包
ま
れ

た
羊
た
ち
が
群
れ
で
仲
良
く
お
食
事

中
。
そ
ん
な
穏
や
か
な
光
景
を
見
て

い
る
と
、
自
然
と
気
持
ち
が
和
み
ま

す
。
▼
昨
年
は
豪
雪
災
害
に
、
御
嶽

山
の
噴
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。
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No.10

すくすくママ〜ず

エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後 4時〜
　　午後 4時 55 分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします

リズムあそび　1月 9日（金）午前10時30分～
おはなし絵本　1月19日（月）午前10時30分～

　すくすくひろばで、毎月開催しています。詳しくは、
毎月中旬発行の市報とうみお知らせ版をご覧ください。

すくすくママ〜ずの催し物
　市では、市内で地域づくり活動を行う団
体を市ホームページで紹介しています。登
録をご希望の団体は、ホームページをご覧
ください。

市民活動団体登録制度のご案内

東御市　市民活動団体 検索

　当グループは、東部子育て支援センター「すくすくひろ
ば」で毎月、リズム遊びや絵本の読み聞かせなどの催しを
開いている子育て支援ボランティアです。子育てを取り巻
く環境が厳しくなる中で、少しでも健やかな子どもの成長
を応援したいとの思いから、ひろばが開設された平成12年
に、ここを利用する母親の有志が集まって活動を始めました。
　現在の会員数は９名で、様々な資格や経歴を持つ人が集
まり、それぞれが仕事を持ちながら活動の時間を捻出し、
得意分野を活かして運動会やクリスマス会、ピアノコンサー
トなどの催しを企画しています。
　これらの活動を通じて、親子の皆さんに楽しい時間は勿
論のこと、やすらぎや仲間づくりの場を提供したいと考え
ています。

設立の経緯と主な活動

　子どもの成長を見守りながら約15年続けてきた活動の中で、
常に同じ母親の目線で、自らも楽しむことを大切にしてきました。
活動を通じて親子の皆さんとふれあうひと時は、私たちにとっ
ても楽しい時間であり、エネルギーをもらうことができます。
　今後も、自らも楽しめる活動を市職員の皆さんとの協働で続
け、ひろばを訪れる親子の皆さんに少しでも温かい気持ちを家
庭に持ち帰っていただけたらと願っています。

ともに楽しみ、温かい気持ちを家庭に…

会長

宮
みや

嶋
じま

　千
ち

春
はる

さん（本海野）


